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次号予告「精密光学素子によるX線イメージング」

巻頭言
X線の目  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥百生　敦

解　説
放射光ビームラインにおける X線ナノ集光ミラー光学
系の高度化とズーム機能の実現  ‥‥‥‥‥‥山内和人

湾曲単結晶による高速 X線 CT  ‥‥‥‥‥矢代　航ほか
宙と地の技術で解き明かす灼熱の太陽の謎  ‥‥三石郁之
ミラー光学系を利用した結像型硬 X線顕微鏡 

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥松山智至
超精密電鋳ミラーによるフェムト秒軟 X線顕微イメー
ジング  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥江川　悟

光学ハイライト

気になる論文コーナー

今後の特集予定
51巻 9号「科学捜査に活用される光技術」
51巻 10号「物質最表面を探査する分光技術」
51巻 11号「ポイント・オブ・ケア検査のための光学技術」
51巻 12号「データサイエンスで社会課題に応える光計測」
52巻 1号「プロジェクターによって拡張される実世界」
 

//編集後記 //

　本号では，2016年の「宇宙・惑星の起源を探る X線光
学」から，久しぶりに天文学に関わる光学技術の特集を
組ませていただきました．
　歴史的に，天文学，光学ともに，互いの研究の進化が
双方の発展に大きく貢献してきました．今回，ご執筆者
の皆様には，先端，先駆的な光学技術が新規の観測手法
や観測機器の高性能化にどのように関わり，天文学上の
新たな発見や検証に役立っているかをわかりやすく解説
いただきました．
　望遠鏡の大型化とともに，さまざまな波長において新
たな観測手法が準備されていること，大型望遠鏡を精度
よく効率的に作製し，観測中の鏡の変化も制御する光学
的，機械的手法，大型撮像素子で得られる大容量データ
を迅速に活用するディジタル技術とデータサイエンス手
法，電波と光の境界領域であるテラヘルツ波での高感度
計測を可能とする検出器，さらには重力波検出における
光・量子技術を駆使した干渉計と，光学的な新規な装置
や手法による観測で，次々と知見が得られ始め，今後へ
の期待も膨らみます．
　読者の方々にも，光学に関わる天文機器に関心がある
方が多数いらっしゃるかと思います．いただいた原稿を
拝読しながら，光学に関わるものとして，何か微力でも
お役に立てることはないかと思いを巡らせてしまいま 
した．
　最後に，ご多忙の中，本特集にご執筆いただきました
著者の皆様には心より感謝申し上げます．
 （斎藤，棚橋）

原著論文を募集しています
　「光学」では，日本語の原著論文を募集しています．会員・非会員を問わず，自由に投稿できます．皆様の意
欲的なご投稿をお待ちしております．
　また，上記に加え，特集テーマに関連のある原著論文も募集しています．この場合，採択となった論文はその
特集号に合わせて掲載できるよう，査読作業をより迅速化いたします．特集テーマ関連の投稿締切は，当該特集
号発行月の 4か月前の 10日です．特集号を明記のうえご投稿ください．
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